
第100号

2019年7月3日

　2019年度総会・研究大会並びにシンポジウムを、6月
22日（土）に太宰府天満宮（太宰府市）で開催した。研
究発表やシンポジウムのほか、翌日の見学会では高
千穂まで足を延ばし、2日間で延べ100人近くの会員
が参加した。
　総会では薗田稔理事長の開催挨拶、葦津敬之理事
の実行委員長挨拶の後、岡村穣理事を議長に選出。
正会員総数210名のうち委任状を含む125名の出席を
得て、平成30年度事業報告・収支決算、2019年度事
業計画・収支予算、理事の退任について審議承認、
伏見稲荷大社社叢管理実験地事業、東日本大震災
被災地における被災社叢復興と復活への取り組み事
業、社叢インストラクター養成事業と社叢インストラクタ
ーの資格更新について報告した。
　今年度の事業計画として、社叢管理事業については、
伏見稲荷大社社叢管理実験地での事業は終了し、水
度神社・大岩神社等での事業を継続することとした。ま
た、最終年を迎えた梅田善美震災復興プロジェクト事
業では、被災直後から継続してきた東日本大震災被
災地社叢復興支援事業の全てをまとめた報告書を7月
初旬に発行する。
　これらの事業執行のための予算について、最大の収
入源である会費は02年の当学会発足以来改定された
ことがなく、10月に予定される消費税の引き上げ等に
鑑み、正会員、市民会員共に1千円ずつの値上げの
止むなきに至ったことを説明、了承を得た。
　また、林進理事の退任を了承し、後任の専任につい
ては、来年度の理事の選任に併せて実施することとし
た。今後、林氏には顧問就任を依頼する予定。
　続いての研究発表では李春子氏と前迫ゆり理事が
研究発表、さらに博多湾総鎮守として志賀島に鎮座
する志賀海神社権禰宜で、古代氏族・安曇族の末裔
である平澤(安曇)憲子氏を招き、志賀海神社の由緒・
地誌や山誉め祭りについて聞いた。
　午後からのシンポジウムでは、森本幸裕理事が基調
講演で、倒木・落枝事故の紛争事例を紹介しながら

Eco-DRR(生態系を活かした減災)の重要性を指摘し
た。続くパネルディスカッションでは、糸谷正俊副理
事長、藤田直子理事、渡辺弘之副理事長が上甫木
昭春理事のコーディネートのもとで、過去の自然災
害とその復興においては地域との関わりが濃密な社
叢こそが大きな役割を果たすとした。
　懇親会終了後、バスで高千穂に向けて移動。翌日
はまず下野八幡大神社を参拝し、スギ、イチョウ、ケ
ヤキの巨木に圧倒された。続いての高千穂神社では
正式参拝の後、後藤俊彦宮司から、困難に直面した
折には、境内の秩父杉を見て、それに打ち克つ力を
得ることや、社叢を守る苦労話などを聞いた。さらに
三十三番の神楽の中から「手力雄の舞」「鈿女の舞」
「戸取の舞」を特別に拝見した。
　この後、高千穂峡の散策、昼食を挟み槵觸神社神
社へ。「くしふる」について、薗田理事長の、「くし」＝
奇し　「ふる」＝触るで、カミという稀なるものが触れた
(降臨した)地の意、という謎解きを聞いた。ここからさ
らに天岩戸神社、天安河原に足を延ばし、まさに神
話の里・高千穂を満喫した1日となった。

正・市民会員会費を改定　6千円と4千円に　

2 0 1 9 年度年次総会を太宰府天満宮で開催

見学会では神話の里・高千穂を満喫

　ケヤキの巨大な神木の前で記念撮影(下野八幡大神社)
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　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 は小学校1年生
で習うことでしょうが！　長い時間を閲してオトナにな
ったら忘れるのかっ！！　ったく！！　いつもの総会
に加え、会誌編集と同じくらいヘヴィな報告書(300頁
超の大作！)編集にこの会報の作成。腕は2本、何より
もアタマは1つしかないのだぞ！！
　で、総会です。今年は見学会に旅行代理店の担当
者が付いて下さったので大幅に楽になるはずがっ。水
田のオタマジャクシに熱中するオトナ相手に、牧羊犬
よろしくパタパタと汗を流し、声を枯らすフジオカに、
「幼稚園の先生みたいや」とN理事。いやいや、幼稚
園の子供は　　　　　の威嚇で言うことを聞くけれど、こ
のオトナたちは。。。かくしていつものようにへとへとに
なりながらも無事終了。ほっと一息！　なんてとんでも
ない。いつもより早く出勤してガンガン働いてますっ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(藤岡　郁）

『社叢学研究』第18号への投稿：論文、研究ノート、短報、資料紹介や調査報告(各400字
詰原稿用紙40枚以内)と「鎮守の森の活動報告(祭、音楽会、調査、ワークショップなどの実
施報告、抱える問題点など)」「社叢訪問記」(各1,200字程度)を募集いたします。
締め切りは、論文等10月31日(木)　活動報告等12月25日(水)　いずれも必着。

*　書評欄では会員の皆さま方の著作を取り上げています。出版された方は、ぜひご献本下さい。

次回予告【第83回関西定例研究会】

◆日　　時：7月27日(土)　13：30～16：30
◆場　　所：賀茂別雷神社(上賀茂神社)(北区上賀茂本山339)
◆テ ー  マ：賀茂別雷神社(上賀茂神社)参拝と社叢拝観　　
◆講　　師：田中　安比呂(賀茂別雷神社宮司）
　　　　　　松谷　茂(京都府立植物園名誉園長)

2019年度(2019年4月～2020年3月)の会費の振替
用紙を同封いたしました。1面にも記載いたしま
した通り、今年度から正会員会費を6千円に、市
民会員会費を4千円に改定いたしました。諸事多
端の折とは存じますが、よろしくご了承くださ
いますよう、お願い申し上げます。
　なお、払い込みには銀行振り込みもご利用い
ただけます。三菱UFJ銀行　京都支店　普通口座
6720345　特定非営利活動法人社叢学会　理事長
薗田稔　です。銀行等から郵便局振替口座にお
振り込み頂く場合は、099店 当座 0172640 特定
非営利活動法人社叢学会 にお願いいたします。
　学会活動を円滑に運営するためにも、会費の
納入方、よろしくお願いいたします。入金確認
後、会員証をお送りいたします。

8年間の全てを記録　現地調査員の生の声も

東日本大震災社叢復興支援事業報告書を発行

頒価　3,000円　目次は4頁に

出光カードの申込書を同封いたしましたが、同
カードではポイント還元の一環として「鎮守の
森保全育成のための寄付」を設定し、その半額
が当学会に寄付されることとなっています。会
員の皆さま方におかれましても、同カードをご
利用いただき、余剰ポイント活用にこの寄付を
ご一考いただければありがたく存じます。

震災復興支援全事業報告書は、これまでの現地
調査の報告データやシンポジウム等の記録の他、
現地調査担当者がそれぞれの感想や復興への思
い、提言を書き込んだ新稿など盛り沢山な内容
です。この大災害を忘れないためにも、ぜひお
手元に1冊お持ちください。
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